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●会員の拡大 

 

2017年度は正会員1人、NPOパートナー会員６団体の入会があり、当法人が抱える会員数は、正会

員16人、賛助会員16人、パートナー会員29団体、ネットワーク会員3組織41団体、計32人・70団体

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規入会された個人・団体は次の通りです。（順不同、カッコ内は所属団体・団体所在地） 
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［第1号議案］－2017年度事業報告について 

 ＜正会員＞ ・浅野 経男（みの国民参加の森林づくりをすすめる会・岐阜県加茂郡） 

 ＜NPOパートナー会員＞ 

 ・いなべの里山を守る会（三重県いなべ市） 

 ・ＮＰＯ法人 桑竹会（三重県桑名市） 

 ・青川ネットワーク（三重県いなべ市） 

 ・ＮＰＯ法人 四日市ウミガメ保存会（三重県四日市市） 

 ・木曽三川千本松原を愛する会（三重県桑名市） 

 ・ＮＰＯ法人 環境再生職人ネットワーク（三重県桑名市） 

（平成30年５月31日現在） 
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１．会員数の推移 



1. 情報の受発信・交流 

1-1 HP、ML、FBによる情報受発信 

【実施内容】 

 ホームページ(HP)、メーリングリスト(ML)、Facebook(FB)などの媒体で、当法人及び関連団体 

 のイベント情報や助成金情報などを、市民（NPOなど）に対して発信した。 

【実施事項】 ・HPでの情報発信…24回 アクセス数：38,375 

 ・MLでの情報発信 各23件：登録者計686人     

    会員ML（登録者数 59人）+ 愛知NPO-ML（登録者数301人）+ 

     岐阜NPO-ML（登録者数137人）+ 三重NPO-ML （登録者数189人） 

 ・FBでの情報発信… 637件（平成30年5月31日現在） 

   Facebookページに対する「いいね！」数895件（前年度比125件増） 

【収  支】収入：        0円     支出：  144,380円 外注費、アルバイト料等 

 

1-2 情報交流会「山・川・里・海 交流会 ～豊かな自然を活かすネットワークin三重 北勢～」 

【実施内容】 

 グループワークの出会いをこの日だけで終わらせない！をテーマに設定。地元団体との共同で 

 企画立案・運営を行った。 

【実施日時】 2017年9月16日(土) 

【実施場所】 じばさん三重（三重県四日市市安島１−３−１８） 

【主  催】 一般財団法人セブン-イレブン記念財団／ＮＰＯ法人地域の未来・志援センター 

【後  援】 三重県、いなべ市、桑名市、東員町、四日市市、環境省中部地方環境事務所 

【協  力】 青川ネットワーク、いなべ木の駅 龍華驛、いなべ市市民活動センター、 

 NPO法人エシカ、いなべの里山を守る会、桑員エコリーグ、NPO法人桑竹会、 

 NPO法人生ごみリサイクル思考の会、山造り研究所、 

 環境教育ネクストステップ研究会、22世紀奈佐の浜プロジェクト委員会 

 四日市ウミガメ保存会、EPO中部、なごや環境大学 

【実施概要】 ①「山・川・里・海 つながりづくり」 

  グループワーク 

 ②全体会 

【参加者数】 一般参加者76名(目標数100名) 

【参  加  費】 一般4,000円、会員3,000円 

 

 

 

 

【収  支】 収入：576,997円 助成金、参加費 

 支出：584,664円 通信費、広報、旅費交通費など 

 

 

 

２．各事業実施報告 

【成  果】 

これまでつながりの少なかった北勢地域内の桑員地方と四日市・鈴鹿の団体の出会いを多く作り、
今後の実質的な交流へ向けての機運を高めることができた。実施に、事後の行き来や互いの事業に
講師として、協力者として招き合う話し合いがまとまった出会いも2件報告されている。 
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2. コーディネート 

2-1 地域の多様なつながりづくり支援 

2014年度より『中部地域における新たな連携モデルの構築』を掲げ、 

「地域クラスター」を意識した地域ネットワーク支援を進めてきた。 

その方針のもと、各地域の団体と共同でつくりあげる情報交流会 

『豊かな自然を活かすネットワーク』を下記のように3地域で開催。 

 

＊2015年度『豊かな自然を活かすネットワーク in 渥美半島』 

         開催地：愛知県田原市  開催日：2016年2月20・21日 

       ⇒  成果：渥美半島の環境活動ネットワーク「渥美半島環境活動協議会」発足 

＊2016年度『豊かな自然を活かすネットワーク in 揖斐川流域』 

         開催地：岐阜県揖斐川町  開催日：2016年10月9・10日 

       ⇒  成果：西濃環境NPOネットワーク 新旧会員間の交流促進 

＊2017年度『豊かな自然を活かすネットワーク in 三重・北勢地域』 

         開催地：三重県四日市市  開催日：2017年９月16日  

       ⇒  成果：これまでつながりが弱かった北勢地域内（四日市と桑員地区）の交流促進

2015～2017年 3年間の地域ネットワーク支援の手応えと課題は以下のとおり。 

  ①地域クラスター（渥美、西濃、北勢等というエリア）ごとのネットワーク支援は有効 

  ② 『担い手不在』による活動の縮小が、各地域共通（上記３地域以外も）の喫緊の課題 

  ③地域クラスター・ネットワーク支援では、対象地域で中間支援的役割を果たす組織との 

   連携が不可欠 

①～③を踏まえ、次年度以降は情報交流会を他地域へ広げるのではなく、各地域の共通課題である

「担い手づくり」に着手する方針を固める。 

その体制づくりのため、各県及び地域づくり等の中間支援組織と連携強化を目指す。 

★2017年度情報交流会・グループワークより 
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◆

2016年10月、当団体も発足メンバーとなり「東海市民社会ネットワーク」が設立された。本ネット

ワークへの関与により、当団体が目指す「担い手づくり」の基盤・3県中間支援組織連携を進める。

 

 

 

 

 

 

 

【「東海市民社会ネットワーク」発足の経緯】 

2016年5月、伊勢志摩G7サミット開催を機に、当団体も呼掛け団体となり「市民の伊勢志摩サミット」を開催した
（三重県四日市市にて）。ここでは環境分科会の取りまとめを担当し、参加者とともに環境提言を作成・発信。91
団体・44名の賛同を得た（P.＊参照「伊勢湾イニシアティブ」の理念を発展させる10の提言）。この催しをきっかけ
として「東海市民社会ネットワーク」が発足した。 

(1)環境提言「伊勢湾イニシアティブ」 

 ～流域思考による「真の豊かさ」を指針として活動 

市民の伊勢志摩サミットでの提言コンセプト『「流域思考」による 

豊かさの追求』を指針とし、2016年度からの情報交流会企画を立案。 

そうした中、共通の考えで活動する「22世紀奈佐の浜プロジェクト」 

実行委員会や、東海市民社会ネットワーク幹事団体のNPO法人泉京 

・垂井等と連携を深め、持続可能で自立した社会の構築をめざして 

「担い手づくり」～人材発掘・育成事業について協議を開始した。 

 

(2)地域クラスター構想新展開へ。2018年度事業へ向けて準備を進める 

「22世紀奈佐の浜プロジェクト」とは、2018年度情報交流会を共同開催。 NPO法人泉京・垂井と

は、人材発掘・育成事業（アクティブラーニング事業）を共催することとなった。 

 

【収  支】 収入：  30,000円 謝金など  

 支出：154,810円 旅費交通費など 

１周年イベントの講演は、（一社） 環
境パートナーシップ会議の星野智子さ
んを招き、テーマ「SDGの地域展開と
政策協働」について話し合った 

政策協働勉強会では、22世紀奈佐の浜プロ
ジェクトが愛知・岐阜・三重3県の環境活動をつ
なぎ、行政・企業と協働が進んでいることの発
表があり、情報共有が行われた 

2周年イベントでは、東海に続き関西
NGO/NPOの連携を進めるとともに、全
国の市民活動が手を携える動きについ
て話し合われた 

2周年イベント基調講演は、（一社）
SDGｓ市民社会ネットワークの大野容
子さんを招き、「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」について認識を
深め合った 

全国でも珍しい 3県連携
ネットワークが誕生！ 
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3. コンサルティング 

3-1 相談業務および伴走型支援業務 

【内  容】2016年度は 随時相談を受け付け、助成金申請、ファシリテーターの仲介、 

 広報支援などを行いました。 

【実施事項】・コーディネート相談 1件 

     ・広報相談 129件 

      ・事業・企画相談 4件 

      ・助成金申請に関する相談 2件 （平成30年5月31日現在） 

【収  支】 収入： 0円 

 支出： 0円 

 

4. 団体・人材育成 

4-1 助成金セミナー 

(1)本セミナーの開催 

【内  容】個別相談をメインにしたセミナーで、活動を今よりも一歩進んだものにした

 い団体に、資金調達の方法として助成金やクラウドファンディング・寄付制

 度の説明を行いました。 

【実施日時】2017年10月28日（土）13:30～17:00 

【実施場所】四日市市なやプラザ 

【主  催】一般財団法人セブン-イレブン記念財団／NPO法人地域の未来・志援センター 

【共  催】公益財団法人ささえあいのまち創造基金 

【後  援】三重県、四日市市、四日市市教育委員会 

【協  力】環境教育ネクストステップ研究会、いなべ市市民活動センター、 

      なごや環境大学、環境省中部環境パートナーシップオフィス 

【実施概要】 

      ①事例発表 

      ②助成金・寄付金・クラウドファンディング紹介 

      ③個別相談 

【参加者数】17人（目標40人） 

【参  加  費】会員無料、一般500円（資料代） 

 

 

【成  果】 情報交流会に加え、助成金セミナーも三重県北勢地域で開催したことで、この地域の

中間支援組織との連携が強まった。そのことにより、本地域の未来・志援センター環境市民活動の

状況把握ができ、次年度計画に生かすことができる。 
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(2)助成金申請ワークショップの開催 

【内  容】主に助成金申請経験の少ない団体や経験のない団体を対象に、地域の中間支援組織 

 と連携し、申請書の書き方を学ぶワークショップを開催しました。 

 

(2)-1  助成金申請「へっちゃら講座」～思いを文章化～の開催 

【実施日時】2017年10月1日（日）13:00～16:40（終了後 交流会・個別相談） 

【実施場所】交流スペース まちスポ飛騨高山 

【主  催】NPO法人 まちづくりスポット 

【協  力】NPO法人 地域の未来・志援センター 

【実施概要】①申請書書き方ワーク 

      ②申請事業プレゼンワーク 

      ③投票審査・表彰・振り返り 

      ④個別相談 

【参加者数】5人（目標15人） 

【参加費】500円 

環境ボランティアサークル亀の子 鈴木氏 

（株）ラッシュジャパン 種村氏 

会場からは、活発な質問がなされた 

【事例発表】 

中部リサイクル運動市民の会 和喜田氏 

【制度説明】 

（一社）ClearWaterProject 岡本氏 （公財）ささえあいのまち創造基金 
 松井氏 
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(2)-2  第２回「助成金の使い方と、ゲットするコツ☆セミナー」講座の開催 

【実施日時】2017年11月8日（水） 2017年11月15日（水） 13:30～16:00 

【実施場所】江南市役所 西分庁舎 

【主  催】江南市 

【企画運営】コミュネット江南 

【実施概要】①講演「NPOの資金獲得について」 

      ②申請ワーク 

      ③プレゼンテーション体験会 

  ④感想の共有 

      ⑤江南市まちづくり補助金の案内 

【参加者数】6人（目標15人） 

【参  加  費】無料 

 

 

 

 

 

 

【4-1事業全体の収支(1)+(2)】 収入：259,398円  助成金、事業委託費 

  支出：241,034円  講師謝金、旅費交通費、広告宣伝費など 

 

4-2 インターン生受入れ≪損保ジャパンCSOラーニング生≫ 

【実施内容】 大学生2人の受け入れを行い、最長200時間の有給（800円/h）および単位認定の

 インターンシップを実施。中間支援組織としての役割を理解してもらうため、以

 下の市民活動団体の活動に参加し、その情報の発信を活動の中心とした。  

 ・豊森なりわい塾 

 ・22世紀奈佐の浜プロジェクト『藤前エクスカーション』 

  『答志島奈佐の浜海岸清掃』 

 ・エコ・オリエンテーリング in 赤羽根 

 ・情報交流会 in 三重北勢 

 

 

【成  果】 

一昨年の合同会議で話し合った『団体レベルの2極化』（組織成熟度について）がほぼ明らかと思

われる中、昨年から実施している本事業により、2極の下のレベルの団体（主に地方の小規模、又

は、活動歴の浅い団体）の状況についてさらに理解を深めることができた。多くの団体が活動その

ものは大変有意義であるにもかかわらず、組織運営力、広報力、事業立案力に課題が多いことがさ

らに明確となった。その状況に合わせた支援メニュー立案のため、大きな収穫を得ることができた。 

エコ・オリエンテーリング 愛知県赤羽根海岸での清掃活動とウミガメ勉強会 豊田市岩本川 魚道づくり 
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 ・カワサポ交流研修会2017 岩本川エクスカーション 

 ・第８回アースデイいびがわ 

 ・助成金セミナー in 四日市 

 ・エコツアー『渥美を学び、渥美を食べよう！第２弾』 

 ・NPO訪問『環境学習サークルみえ』『子どもアイデア楽工』 

  『青川ネットワーク』 

 ・事務作業 

 ・Facebook情報発信件数 29件（2018年1月31日）  ほか 

 

【実施期間】2017年6月～2018年1月（8カ月間） 

【収  支】 収入：50,000円 協賛金 

 支出：74,068円 旅費交通費、諸会費等 

【成  果】豊森なりわい塾への参加や、ＮＰＯ訪問、関係団体開催イベントへの参加を通して、

各地域の環境を取り巻く課題や、そこで行われている課題解決に向けた活動とその想いに触れ、

ラーニング生それぞれの視点で考える機会となった。 

また、当団体インターン生２名が中心となり、愛知県のごみ問題について学びあう『Ｉ×愛プロ

ジェクト』を立ち上げ、本プロジェクトのキックオフとして、2月27日(火)にワークショップを開催

した。 
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4-3 NPOセンタースタッフスキルアップ支援「東海地区市民活動センタースタッフ交流会」 

【内  容】 地域の自治力向上を担うNPOセンター・市民活動センタースタッフの相談業務に 

        関するスキルアップ支援と、センタースタッフの日ごろの業務に役立つ情報交換や 

 経験交流を行うため、センタースタッフ交流会を開催。  

【テ  ー  マ】 『ＮＰＯと議員が関わるメリット・デメリット』 

【実施日時】 2017年10月2日（月）19:00～21:00 

【実施場所】 ウインクあいち 16階 1601 

【参加者数】 17人（岩倉市市民活動支援センター/大府市民活動センター/ぎふNPOセンター/ 

            半田市市民交流センター/岐阜市市民活動交流センター/多治見市市民活動交流支援 

            センター/刈谷市民ボランティア活動センター/扶桑町住民活動支援センター/ 

            ぷらねっと扶桑/NPOゆめはーと/東大手の会/コミュネット江南） 

【参  加  費】 500円 

【収  支】 収入： 8,430円 参加費、交流会会費 

       支出：  13,280円 賃借料、旅費交通費など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 統一テーマでの活動 

5-1 テーマごとの学びの場づくり 

第１回 

【実  施  日】 2017年5月23日（火） 

【実施場所】 当団体事務所 

【内  容】 「再認識！ NPO活動の充実は事務局がカギを握る」 

【参加者数】 10人 

 

第２回 

【実  施  日】 2017年7月11日（火） 

【実施場所】 名古屋ＹＷＣＡ会議室 

【内  容】 事業を推進させるための、「活動」と『バックオフィス』とのあいだ 

【参加者数】 8人 

 

 

 

【成  果】今年度で３年目を迎え、市町のセンターの悩みやニーズが掴めるようになった。来年

度は、その要望から複数センターと協働セミナー開催の可能性が生まれた。 
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第３回 

【実  施  日】 2017年9月22日（金） 

【実施場所】 名古屋ＹＷＣＡ会議室 

【内  容】 事務局はマネジメントが大事。でも、基本はバックオフィス 

【参加者数】 8人 

第４回 

【実  施  日】2017年12月11日（月） 

【実施場所】日本陶磁器センタービル会議室 

【内  容】「事務局は誰を見て仕事をするのか？」～協力者・支援者と受益者の整理 

【参加者数】8人 

第５回 

【実  施  日】2018年1月25日（木） 

【実施場所】名古屋NGOセンターオフィス会議スペース 

【内  容】バックオフィスファーム構想実現に向けて 

【参加者数】５人 

 

【収  支】収入：     0円 

      支出：      8,264円 会場費 

 

6. 調査 

6-1 NPO訪問〈環境NPOニーズヒアリング〉 

【実  施  内  容】中部地域で活動する下記8団体の活動現場を訪問し、活動状況や課題をヒアリングす

 るとともに、その活動状況を当法人HP「NPO訪問記」を通じて発信した。 

【ヒアリング先】【 】内は通算番号、（ ）内は訪問日 

 【60】リニモねっと(06/01) 【61】NPO法人 桑竹会(06/10) 

 【62】保々の自然に親しむ会(07/13) 【63】おいでん・さんそんセンター(07/28) 

 【64】環境学習サークルみえ(08/12) 【65】NPO法人 子どもアイデア楽工(08/18) 

 【66】NPO法人 未来とコラボ(09/10) 【67】青川ネットワーク(12/10) 

【収  支】収入：    0円 

      支出：   14,610円 旅費交通費 
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6-2 小規模団体ヒアリング 

【実  施  内  容】今後必要とされる中間支援団体とはどのようなものかを検討するために、関連団体に 

         電話による調査を行った。 

         その内容は、P.6で触れた「担い手不足」が裏付けられ、そこに対し、自団体の努力  

         だけでは有効な手が打てないという実情が浮き彫りとなる結果であった。 

 

【ヒアリング先】（ ）内はヒアリング日 

 【  1】エコ生活推進ネット(11/02) 

 【  2】NPO法人 渥美半島ハイキングクラブ(11/08) 

 【  3・ 4】渥美半島の里海を美しくする会(11/09・11/10) 2名へヒアリング 

 【  5】青川ネットワーク(11/10) 【  6】環境ボランティアサークル亀の子隊(11/09) 

 【  7】東員自然の会(11/10) 【  8】あかばね塾(11/10) 

 【  9】紫陽花倶楽部(11/17) 【10】渥美半島の野池を守る会(11/21) 

 【11】里山クラブ可児(11/22) 【12】免々田川を守る会(11/24) 

 【13】ボランティアセンター・ラブリーフォレスト(11/24) 

 【14】みの国民参加の森林をすすめる会(11/29) 

 【15】NPO法人 恵那山緑の会(12/01) 

 【16】木曽三川千本松原を愛する会(12/01) 【17】緑の風(12/04) 

 【18】大垣市レクリエーション協会(12/04) 【19】つちっこの会(12/07) 

14 

［第1号議案］－2017年度事業報告について 



7.  地域デザイン実証 

7-1 『豊森プロジェクト』豊森なりわい塾  第七期 

【実  施  内  容】 

 開講から9年目となる「第七期」。21人の塾生を迎えて5月に開講し、例年と同じく、毎月１回 

（土日2日間）、計11回（入塾式、修了式含む）の講座を実施した。第七期の特徴は、塾生に公務員

の人が多かったこと（豊田市含む周辺市町村〈新城市、蒲郡市、東栄町など〉から、21人中、7人が

行政職員）。農山村への課題や可能性に関心をもつ行政関係者が増えていることを伺わせた。 

 また、これまでの卒塾生（一期から六期）が期 

を越えて集まる、「豊森ギャザリング」も実施 

（今回第3回目）。スタッフ含め85人が参加し、 

情報交流で盛り上がった。農山村の暮らしに学び、 

これからの生き方や社会のカタチを考える人材育 

成のための塾として、それぞれに活躍する卒塾生 

たちのその後の生き方や新たな活動についての情 

報を、より多くのメンバーで共有することは、そ 

の成果を今後につなげていく意味で重要なことだ 

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施期間】5月から3月まで毎月1回、第三土日の2日間の講座を実施 

【収  支】収入： 16,785,000円 トヨタ自動車より受託金、講座参加費収入など 

      支出： 14,944,009円 プロジェクトスタッフ人件費、外注費、講師謝金、 

                 旅費交通費、会議費など 
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［第1号議案］－2017年度事業報告について 

1. 第13回通常総会 

【実施日時】 2017年7月30日(日) 14:30～15:35 

【実施場所】 日本陶磁器センタービル ４Ｆ 多目的ホール 

【審議事項】 第１号議案 ①2016年度事業報告および②収支決算について 

 第２号議案 ①2017年度事業計画および②活動予算について 

 第３号議案 定款変更について 

 第４号議案 役員の選任について 

 

2. 2017年度理事会 

第81回定例理事会 

【実施日時】 2017年6月28日(水) 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】 ６人 

【内  容】 第13回通常総会提出議案の承認 

 情報交流会について 

 助成金セミナーについて 

 

第82回定例理事会 

【実施日時】 2017年7月30日（日） 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】 ７人 

【内  容】 理事長及び副理事長の選出 

 

第83回定例理事会 

【実施日時】 2017年10月4日(水) 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】 ５人 

【内  容】 助成金セミナーについて 

 さなるこジャーナルへの対応について 

 

第84回定例理事会 

【実施日時】 2017年11月28日(水) 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】 ６人 

【内  容】 2018年度事業計画（案）について 

 

 

 

３．総会および理事会・運営会議の開催 
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第85回定例理事会 

【実施日時】 2018年2月13日(水) 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】 ６人 

【内  容】 2018年度セブン‐イレブン記念財団助成申請書（案）について 

 

第86回定例理事会  

【予定日時】 2018年5月10日(木) 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】 ６人 

【内  容】 第14回総会、2018年度助成金セミナー、情報交流会（案）について 

 

 

3. 2017年度運営会議 

第22回運営会議 

【実施日時】 2017年10月25日（水） 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【審議事項】 人材発掘・育成事業に関する提案 

 

第23回運営会議 

【実施日時】 2018年1月9日（火） 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【審議事項】 2018年度事業計画について 

 

第24回運営会議  

【実施日時】 2018年3月27日（火） 

【実施場所】 地域の未来・志援センター 事務所 

【審議事項】 2018年度「情報交流会」「助成金セミナー」企画について 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 地域の未来・志援センター 

2017年度 事業報告 

以上 
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（単位：円）

科           目 備考

Ⅰ　経常収益

1.受取会費 146,000 146,000
正16名・賛16名・ＮＰＯパートナー29団体・ネット
ワーク3組織・41団体

2.受取協賛金　 50,000 50,000 損保ジャパンCSOラーニング協賛金

3.受取助成金等

    セブン-イレブン記念財団運営助成 6,579,022 セブン-イレブン記念財団運営助成金

　　1-2 情報交流会 363,197 セブン-イレブン記念財団事業助成金

　　4-1 助成金セミナー 189,738 7,131,957 セブン-イレブン記念財団事業助成金

4.受取受託金等

　　4-1 助成金セミナー（助成金申請WS) 63,660

　　7    地域デザイン実証事業 16,200,000 16,263,660 トヨタ自動車受託金

5.受取事業収益

　　1-2 情報交流会 213,800

　　2-1 地域の多様なつながりづくり 30,000

　　4-1 助成金セミナー 6,000

　　4-3 NPOセンタースタッフスキルアップ支援 6,500

　　7    地域デザイン実証事業 585,000 841,300 受講料等

6.その他収益 372,884 372,884
寄附金収入228,040円、雑収入144802円、受取
利息42円

 経常収益計 24,805,801

Ⅱ　経常費用 

1.事業費

 (1)人件費

　給料手当 5,632,000

  通勤費 296,123

　アルバイト代 490,000

　法定福利費 820,898

人件費計 7,239,021

 (2)その他経費

　報酬 2,749,636

　外注費 6,567,243

　旅費交通費 2,575,284

　福利厚生費 0

　通信費 403,402

　交際費 88,331

　会議費 126,281

　賃借料 174,960

　地代家賃 0

　保険料 26,215

　消耗品費 30,712

　租税公課 350,600

　備品費 220,089

　広告宣伝費 104,519

　支払手数料 32,696

　諸会費 23,000

　新聞図書費 0

　印刷製本 250,495

　雑費 21,022

その他経費計 13,744,485

事業費計 20,983,506

2017年度
実績

金額（円）

特定非営利活動法人 地域の未来・志援センター
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5．活動計算書 

［第2号議案］－2017年度収支決算について 

2017年度「特定非営利活動に係る事業会計」活動計算書 

第14期  2017年6月1日から2018年5月31日まで 
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2.管理費  

 (1)人件費

 (1)人件費

　給料手当 858,000

　通勤費 67,977

　アルバイト代 52,000

　法定福利費 177,281

人件費計 1,155,258

 (2)その他経費

　報酬 0

　旅費交通費 154,886

　福利厚生費 10,218

　通信費 151,545

　交際費 0

　会議費 14,400

　賃借料

　地代家賃 198,263

　保険料 0

　消耗品費 92,678

　租税公課 0

　備品費 42,745

　広告宣伝費 120,000

　支払手数料 44,560

　諸会費 85,000

　新聞図書費 10,703

　印刷製本 15,172

　雑費 48,438

その他経費計 988,608

管理費計 2,143,866

  経常費用計 23,127,372

　当期正味財産増減額 1,678,429

  法人税等・地方税 459,000

　税引後正味財産増減額 1,219,429

  前期繰越収支差額 10,261,661

  次期繰越収支差額 11,481,090



特定非営利活動法人　地域の未来・志援センター (単位：円)

科目・摘要 金額

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

　　現金 148,654

　　当座預金 12,600

　　普通預金 8,389,685

　　郵便振替 3,021,090

　　前払費用 83,167

    未収入金 2,880,000

流動資産合計 14,535,196

　２　固定資産

（無形固定資産）

　　電話加入権 10,000

固定資産合計 10,000

　　　　　　資産合計 14,545,196

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債

未払費用 2,710,585

前受金 120,000

預り金（社会保険、源泉徴収等分） 233,521

　流動負債合計 3,064,106

　２　固定負債

0

　固定負債合計 0

負債合計 3,064,106

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 10,261,661

当期税引後正味財産増加額 1,219,429

正味財産合計 11,481,090

負債及び正味財産合計 14,545,196
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6．貸借対照表 

［第2号議案］－2017年度収支決算について 

2017年度「特定非営利活動に係る事業会計」貸借対照表 

2018年5月31日現在 
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7．財産目録 

2017年度「特定非営利活動に係る事業会計」財産目録 

2018年5月31日現在 

特定非営利活動法人　地域の未来・志援センター （単位：円）

Ｉ　資産の部

 １　流動資産

   現金　　　 現金手許有高 148,654

   普通預金　 三菱東京UFJ銀行上前津支店 8,389,512

   普通預金　 三菱東京UFJ銀行上前津支店（地球環境基金用） 173

   当座預金　 東海労働金庫 金山支店 12,600

   郵便振替 上前津郵便局 3,021,090

   前払費用 83,167

　 未収入金 地域デザイン事業受託金4・5月分等 2,880,000

14,535,196

 ２　固定資産

　（無形固定資産）

　　　電話加入権 10,000

10,000

14,545,196

Ⅱ負債の部

１　流動負債

未払費用

地域デザイン実証事業(報酬、外注費、電話代、コピー代等） 927,446

事務局（共益費、電話代、コピー代等） 52,796

2016年度SE助成金返金分 920,743

未払法人税等 459,000

未払消費税等 350,600

前受金 地域デザイン実証事業(2018年度受講料） 120,000

仮受金

預り金

職員給与源泉徴収 41,530

報酬源泉徴収 0

雇用保険料 101,431

社会保険料 90,560

住民税 0

3,064,106

0

0

3,064,106

11,481,090

科目・摘要 金額

 　流動資産合計

 　固定資産合計

正味財産

資産合計

 流動負債合計

 ２　固定負債

 固定負債合計

負債合計
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■計算書類の注記 

1．重要な会計方針 

  計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日 2017年12月12日最終改正 ＮＰＯ法人 

 会計基準協議会）によっています。 

 （1）固定資産の減価償却の方法 

   有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。 

 （2）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

 

2．事業別損益の状況 

  事業別損益の状況は以下の通りです。 

［第2号議案］－2017年度収支決算について 

7-1事業 1-1事業 1-2事業 2-1事業 2-2事業 3-1事業

Ⅰ

1. 受取会費

2.

3. 434,057 1,401,013 585,583 224,068 289,597

4. 16,200,000

5. 事業収益 585,000 213,800 30,000

6.

16,785,000 434,057 1,614,813 615,583 224,068 289,597

Ⅱ

（1） 人件費
給料手当 1,840,000 352,500 810,000 465,000 184,500 232,500

通勤費 92,520 18,737 43,719 24,982 9,993 12,491

366,500 73,500

218,304 55,453 129,392 73,938 29,575 36,969
人件費計 2,517,324 500,190 983,111 563,920 224,068 281,960

（2）

諸謝金 2,738,499 11,137

外注費 6,365,993 201,250

122,828 3,793 48,059 3,793 2,276

会議費 105,217

1,885,981 65,954 225,553 166,680 2,540 5,361

364,238 23,649
消耗品費 25,380 3,332

賃借料 91,700 75,400

保険料 26,215

交際費 88,331

備品費 220,089

8,500 41,910

32,102 378

0
租税公課 350,600

雑費 9,512 8,702 6,000

12,426,685 78,247 639,370 176,473 2,540 7,637

14,944,009 578,437 1,622,480 740,393 226,608 289,597

1,840,991 △ 144,380 △ 7,667 △ 124,810 △ 2,540 0

科　　目

経常収益

受取寄附金

受取助成金等

受取受託金等

その他収益

　経常収益計

経常費用

アルバイト代

法定福利費

その他経費

印刷製本費

旅費交通費

　経常費用計

　当期経常増減額

通信運搬費

広告宣伝費

福利厚生費

支払手数料

新聞図書費

その他経費計

法人税等・地方税
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(単位：円)

4-1事業 4-2事業 4-3事業 5-1事業 6-1事業 事業部門計 管理部門 合計

0 146,000 146,000

0 228,040 228,040

1,024,220 210,074 293,171 285,753 607,246 5,354,782 1,777,175 7,131,957

63,660 50,000 16,313,660 16,313,660

6,000 6,500 841,300 841,300

1,930 1,930 142,914 144,844

1,093,880 260,074 301,601 285,753 607,246 22,511,672 2,294,129 24,805,799

652,500 165,000 232,500 232,500 465,000 5,632,000 858,000 6,490,000

34,975 8,744 12,491 12,491 24,982 296,123 67,977 364,100

50,000 490,000 52,000 542,000

103,513 25,878 36,969 36,969 73,938 820,898 177,281 998,179

840,988 199,622 281,960 281,960 563,920 7,239,021 1,155,258 8,394,279

2,749,636 2,749,636

6,567,243 6,567,243

54,574 1,517 2,276 3,793 7,586 250,495 15,172 265,667

12,800 8,264 126,281 14,400 140,681

99,175 64,275 9,415 50,350 2,575,284 154,886 2,730,170

15,515 403,402 151,545 554,947

2,000 30,712 92,678 123,390

7,860 174,960 198,263 373,223

26,215 26,215

88,331 88,331

220,089 42,745 262,834

54,109 17,000 121,519 205,000 326,519

0 10,218 10,218

216 32,696 44,560 77,256

0 10,703 10,703

350,600 350,600

1,080 1,728 27,022 48,438 75,460

234,529 84,520 24,491 12,057 57,936 13,744,485 988,608 14,733,093

1,075,516 284,142 306,451 294,017 621,856 20,983,506 2,143,866 23,127,372

459,000 459,000

18,364 △ 24,068 △ 4,850 △ 8,264 △ 14,610 1,069,166 150,263 1,219,429



2016年(前期）
繰越累計額

2017年(当期）
収入額

2017年(当期）
支出額

2017年(当期）
差額

2018年（次期）
繰越額

備考

¥279,780 ¥50,000 ¥74,068 ¥-24,068 ¥255,712

¥840,092 ¥0 ¥0 ¥0 ¥840,092

¥1,119,872 ¥50,000 ¥74,068 ¥-24,068 ¥1,095,804

内容

4－2
インターン生受入

家電・住宅エコポイント寄付金

合計
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3．使途等が制約された寄付等の内訳 

  使途等が制約された寄付当の内訳は以下の通りです。 

 

  当法人の正味財産は、 ￥11,481,090 ですが、そのうち下記の通り ￥1,095,804 は 

  4−2 インターン生受入事業、 学生・若者の人材育成のための事業に使用される財産です。 

  したがって、使途が制約されていない正味財産は  ￥10,385,286  となります。 

［第2号議案］－2017年度収支決算について 

特定非営利活動法人 地域の未来・志援センター 

2017年度 収支報告 

以上 
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8．監査報告 



 

［資料］－2016年5月 市民の伊勢志摩サミット「環境提言」  
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［資料］－2016年5月「環境提言」 市民の伊勢志摩サミットにて発信 
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［資料］－2016年5月「環境提言」 市民の伊勢志摩サミットにて発信 
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［資料］－2016年5月「環境提言」 市民の伊勢志摩サミットにて発信 
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［資料］－2016年5月「環境提言」 市民の伊勢志摩サミットにて発信 
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〒461-0002 愛知県名古屋市東区代官町39-18 日本陶磁器センタービル5階 

 中部リサイクル運動市民の会内 

 TEL ： 052-936-3213        FAX ： 052-982-9089   

 E-mail ： office@c-mirai.org,   URL ： http://www.c-mirai.org/ 

 


